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唐戸山相撲  志賀中が団体２連覇唐戸山相撲  志賀中が団体２連覇
　第４７回羽咋郡市中学校相撲大会が、６月４日（水）に羽咋市の唐戸山相撲場で開かれました。
　昭和３７年から始まり、雨のため２回中止した以外は毎年開かれている伝統の大会。１市２
町６校の中学生約２千人が応援合戦を繰り広げ、選手たちを激励しました。
　団体戦では、志賀中が決勝の大将戦で邑知中に勝ち見事優勝、富来中は予選を１位で通過し、
本戦で３位に入りました。
　個人戦は富来中主将の中川さんが３位に入りました。両校とも、声が枯れるまで選手に声援
を送った応援団と期待に応えた選手が一丸となった大会でした。



国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

歳

以
上

歳
未
満
の
世
帯
主
の
方
で
あ
っ
て
、

次
の

の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方

は
、
本
町
に
お
い
て
は
平
成

年

月
に

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
、
保
険
税
を
差
し

引
い
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
（
特
別
徴

収
）
に
な
り
ま
す
。

平
成

年

月
ま

で
は
従
来
の
普
通
徴
収
（
納
付
方
法
が
納

付
書
又
は
口
座
振
替
）
と
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
世
帯
主

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
と
な
っ
て
い
る
こ
と

年
度
中
に

歳
に
到
達
し
な
い
こ
と

世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
方
全
員
が

歳
以
上

歳
未
満

で
あ
る
こ
と

介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
の
方
法
に

よ
っ
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
こ
と

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年

額
が

万
円
以
上
で
、
国
民
健
康
保

険
税
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年

金
額
の

分
の

を
超
え
な
い
こ
と

口
座
振
替
利
用
の
方
、
及
び
納
税
組

合
加
入
の
方
で
も
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
制
度
が
創

設
さ
れ
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
約

％
を

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
各
種
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
現
役
世
代
が
支
援
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
医
療
分
・
介
護
分
（

歳

歳
の
方
）に
加
え
て
、
後
期
高
齢
者
支
援
分（
被

保
険
者
全
員
対
象
）

を
合
わ
せ
た
も
の
を
国

民
健
康
保
険
税
と
し
て
課
税
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
変
更
内
容
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成

年

月
か
ら
国
民
健
康

保
険
税
が
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す

平
成

年

月
か
ら
国
民
健
康

保
険
税
が
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す

世
帯
主
が
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

制
度
に
移
行
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
の
資

格
は
な
く
な
り
ま
す
が
引
き
続
い
て
、
国
民
健

康
保
険
の
世
帯
主
（
擬
制
世
帯
主
）
と
し
て
納

税
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
通
知
書
等

は
世
帯
主
名
で
通
知
し
ま
す
が
、
税
額
の
計
算

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
支
援
分
の
新
設
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
支
援
分
の
新
設
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
に
つ
い
て

区 分 医 療 分 介 護 分

対 象 地 域 志賀地域 富来地域 志賀地域 富来地域

所 得 割 ％ ％ ％ ％

資 産 割 ％ ％ ％ ％

均 等 割 円 円 円 円

平 等 割 円 円 円 円

課税限度額 円 円 円 円

区 分 医 療 分 介 護 分

対 象 地 域 志賀地域 富来地域 志賀地域 富来地域

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

課税限度額

区 分 医 療 分
後期高齢者支援分
【新設】

介 護 分

対 象 地 域 志賀地域 富来地域 志 賀 町 志賀地域 富来地域

所 得 割 ％ ％ ％ ％ ％

資 産 割 ％ ％ ％ ％ ％

均 等 割 円 円 円 円 円

平 等 割 円 円 円 円 円

課税限度額 円 円 円 円 円

区 分 医 療 分
後期高齢者支援分
【新設】

介 護 分

対 象 地 域 志賀地域 富来地域 志 賀 町 志賀地域 富来地域

所 得 割 ％

資 産 割 ％

均 等 割 円

平 等 割 円

課税限度額 円 円 円

改正前

改正後

平
成

年
度
か
ら
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

平
成

年
度
か
ら
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
が
変
更
に
な
り
ま
し
た



（
例

）

長長
寿寿
医医
療療
（（
後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
））
制制

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
制

度度
のの
創創
設設
にに
伴伴
っっ
てて
、、

歳歳
以以
上上
のの

度
の
創
設
に
伴
っ
て
、

歳
以
上
の

方方
のの
保保
険険
制制
度度
のの
移移
行行
にに
よよ
りり
、、
国国

方
の
保
険
制
度
の
移
行
に
よ
り
、
国

民民
健健
康康
保保
険険
税税
がが
急急
にに
増増
ええ
るる
ここ
とと

民
健
康
保
険
税
が
急
に
増
え
る
こ
と

がが
なな
いい
よよ
うう
にに
、、
一一
定定
期期
間間
、、
次次
のの

が
な
い
よ
う
に
、
一
定
期
間
、
次
の

よよ
うう
なな
保保
険険
税税
のの
軽軽
減減
がが
受受
けけ
らら
れれ

よ
う
な
保
険
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ

まま
すす
。。

ま
す
。

長長
寿寿
医医
療療（（
後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
））

長
寿
医
療（
後
期
高
齢
者
医
療
）

制制
度度
のの
創創
設設
にに
伴伴
うう
国国
民民
健健

制
度
の
創
設
に
伴
う
国
民
健

康康
保保
険険
税税
にに
おお
けけ
るる
配配
慮慮
にに

康
保
険
税
に
お
け
る
配
慮
に

つつ
いい
てて

つ
い
て

歳
に
到
達
し
た
方
が
被
用
者
保
険

か
ら
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

制
度
へ
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

方
の
被
扶
養
者
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
た
場
合
、
新
た
に
保
険
税
を
負
担

す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
当
該
被
扶
養

者
（

歳

歳
）
で
あ
っ
た
方
に
つ

い
て
、

年
間
、
減
免
措
置
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
の
適
用
に
は

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

被
用
者
保
険
と
は

政
府
管
掌
健
康
保
険
、
企
業
の
健

康
保
険
、
船
員
保
険
、
公
務
員
の

共
済
組
合
の
医
療
保
険
等
の
こ
と

で
、
国
民
健
康
保
険
（
建
設
国
保

を
含
む
）
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

例

所
得
の
低
い
方
の
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
に
つ
い
て

所
得
が
低
く
保
険
税
の
軽
減
を
受
け

て
い
る
世
帯
は
、
世
帯
構
成
や
収
入
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
年
間
、今
ま
で
と

同
じ
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
等
割
（
世
帯
あ
た
り
）
で
課
税
さ
れ

る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

人

と
な
る
場
合
に
は
、

年
間
、
世
帯
ご

と
に
ご
負
担
い
た
だ
く
平
等
割
額
（
介

護
分
は
除
く
）
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、

世
帯
の
中
に
未
申
告
者
の
方
（

歳
以

上
）
が
い
る
場
合
は
軽
減
制
度
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

お問い合わせ 制度に関すること ・・・ 住民課 国保係
課税に関すること ・・・ 税務課 国保係

納付方法 月

普 通 徴 収

特 別 徴 収

納付方法 月

普 通 徴 収

特 別 徴 収

平成 年度の特別徴収対象者の方の納付月

納 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期

納期限 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

納 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期

納期限

平成 年度国民健康保険税の納期

被被
扶扶
養養
者者
でで
ああ
っっ
たた
方方
のの
国国
民民
健健
康康

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
国
民
健
康

保保
険険
税税
のの
減減
免免
措措
置置
にに
つつ
いい
てて（（
例例

））

保
険
税
の
減
免
措
置
に
つ
い
て（
例

）

割
軽
減
申
請
が
不
要
に
な
り
ま
す

割
軽
減
申
請
が
不
要
に
な
り
ま
す

例



お知らせ 新しい保険証が届きますお知らせ 新しい保険証が届きます

石川県後期高齢者医療広域連合

志賀町役場住民課

石川県後期高齢者医療広域連合

志賀町役場住民課

月 日から使用する保険証は 月中旬より配達記録郵便で送付されます。
現在お持ちの長寿医療制度の保険証の有効期限は 月 日までです。
医療機関での窓口負担は、毎年 月 日に前年の所得をもとに見直されます。

現在お持ちの保険証は、 月 日以降ご使用になれませんので、ご自身で破棄処分してください。

前年の所得をもとに、 年間の確定保険料を計算し、 月中にすべての被保険者にお知らせします。

平成 年度に限り、 月以降に長寿医療制度の被保険者となった方については、事務処理の都合上、翌々
月から保険料の計算がされる場合もございますので、ご了承ください。

被用者保険とは、政府管掌の健康保険や企業の健康保険組合、共済組合などの保険をいいます。
国民健康保険と国民健康保険組合は該当しません。

全国で取りまとめ
（支払基金）
全国で取りまとめ
（支払基金）

社会保険事務所など
（被用者保険の保険者）
社会保険事務所など
（被用者保険の保険者）

会社など
（事業主）
会社など
（事業主）

各都道府県の
広域連合へ
各都道府県の
広域連合へ

被用者保険の被扶養者であった方の情報は、次のような流れで処理されます。

封筒 保険証

お知らせ 保険料額をお知らせする決定通知書等が届きますお知らせ 保険料額をお知らせする決定通知書等が届きます



国民年金に関するお問合せ・相談は国民年金に関するお問合せ・相談は

免除の承認期間は、 月から翌年の 月までです。

申請が遅れた場合でも 月までさかのぼって認め

られます。

平成 年度の申請は平成 年 月 日まで、

平成 年度の申請は平成 年 月 日から受付と

なります

全額免除の継続申請について
保険料の全額免除（失業や天災等を理由とした場

合を除く）が承認された方で、申請時に申請された

場合、翌年度以降もあらためて申請を行わなくても、

継続申請があったものとして自動的に審査されま

す。

一部納付制度の継続申請について
一部納付制度（一部免除）の承認を受けている方

で、引き続き 月からも申請を希望される方は、新

たに免除の申請が必要です。

申請は 住民課国民年金窓口まで

免除の承認期間は、 月から翌年の 月までです。

申請が遅れた場合でも 月までさかのぼって認め

られます。

平成 年度の申請は平成 年 月 日まで、

平成 年度の申請は平成 年 月 日から受付と

なります

全額免除の継続申請について
保険料の全額免除（失業や天災等を理由とした場

合を除く）が承認された方で、申請時に申請された

場合、翌年度以降もあらためて申請を行わなくても、

継続申請があったものとして自動的に審査されま

す。

一部納付制度の継続申請について
一部納付制度（一部免除）の承認を受けている方

で、引き続き 月からも申請を希望される方は、新

たに免除の申請が必要です。

申請は 住民課国民年金窓口まで

免除の承認期間 退職された方で免除を希望する方は
免除は前年の所得を基準に承認されますが、免

除基準を超えている場合でも失業等の事由により、

保険料の納付が困難なときは特例の承認が受けら

れます。

申請には以下の書類のいずれかが必要です。

雇用保険受給資格者証

雇用保険被保険者離職票

離職者支援資金の貸付決定通知書

雇用保険被保険者資格喪失確認通知書

上記書類に準ずる公的機関の証明

生活保護法等による生活扶助を受けている人

障害基礎年金または被用者年金の障害年金（ ・

級）の受給者

上記の方は、その期間の保険料の全額が自動的

に免除されますので届出を行ってください。

生活保護法等による生活扶助を受けている人

障害基礎年金または被用者年金の障害年金（ ・

級）の受給者

上記の方は、その期間の保険料の全額が自動的

に免除されますので届出を行ってください。

法定免除の対象者とは

基礎控除額 万円は、次の扶養親族について各金額に読み替えて計算します。

老人控除対象配偶者又は老人扶養親族 万円 特定扶養親族 万円

所得基準を超えていても、失業した場合や天災により損害を受けた場合などの理由で免除が承認される

ことがあります。

免除の種類 免除の所得基準額 月額保険料

全 額 免 除 （扶養親族等の数 ） 万円 万円 円

分 の 免 除 万円 （扶養親族等の数 万円） 社会保険料控除等 円

半 額 免 除 万円 （扶養親族等の数 万円） 社会保険料控除等 円

分 の 免 除 万円 （扶養親族等の数 万円） 社会保険料控除等 円

免除の種類 免除の所得基準額 月額保険料

全 額 免 除 （扶養親族等の数 ） 万円 万円 円

分 の 免 除 万円 （扶養親族等の数 万円） 社会保険料控除等 円

半 額 免 除 万円 （扶養親族等の数 万円） 社会保険料控除等 円

分 の 免 除 万円 （扶養親族等の数 万円） 社会保険料控除等 円

国民年金保険料（平成 年度 月額 円）のお支払が、経済的に困難な場合は、 保
険料の全額免除制度 または 一部納付制度 をご利用ください。（ただし、所得審査の
ため税務申告をしている必要があります。）

所得による免除の基準




